
 

 

 

 

 

 

   

 

ウブントゥ～あなたがいるから私がいる・みんなが幸せだから私も幸せ～ 

今日は、「命について考える日」でした。子供たちが「自分」も「周りの人」も大切にする人になってく

れることを願って、「つどい」で次の話をしました。 

今日は、命について考える日です。昨年度の命について考える日には、いじめ反対の気持ちを示

すピンクシャツデーのお話をしました。１年生は、このお話を知らないので、担任の先生からしてもら

ってくださいね。ちなみに今年度のピンクシャツデーは２月２４日です。その日には、校長先生は、ま

たピンクのシャツを着て、いじめ反対の気持ちを示したいと思います。みなさんも、ぜひピンクのも

のを身に着けて、いじめ反対の気持ちを示してくださいね。 

さて、今年度の命について考える日は、命を大切にすることについて考えたいと思います。まず

みなさんの右手を、自分の左の胸に当ててみてください。「ドクン、ドクン」と動いているのが分かり

ますか？それが、みなさんの心臓が動いている音です。この「ドクン、ドクン」という音は、みなさん

が今、ここで生きているという証拠です。この命は、世界にたった一つしかない、お金では買えない

宝物です。「命を大切にする」とは、大きく２つのことだと校長先生は思っています。 

１つ目は、「自分を大切にすること」です。交通事故に気を付けたり、病気を予防したりして体を守

る。そして、「心」も守る。もし、悲しいことや苦しいことがあった時は、絶対に一人で我慢しないでく

ださいね。先生やお家の人、お友達に助けを求めたり相談したりしてくださいね。 

そして、２つ目は、「周りの人を大切にすること」です。今日は、このことについて、遠いアフリカの

国の「ウブントゥ」というお話をします。「ウブントゥ」、これだけだとなんだかよく分からない言葉で

すね。では、聞いてください。 

ある日、アフリカの小さな村に、遠い国から一人の大人の男の人がやってきました。その人は、村

の子供たちを集めて、あるゲームを提案しました。木の下に、あまくて美味しいフルーツが山盛りに

入ったカゴを置いて、こう言ったのです。 

「さあ、みんなで、あの木まで競争だよ。一番早く着いた人が、あのフルーツを全部ひとりで食べて

いいよ！ 」 

男の人は、子供たちが「僕が一番だ！」「私が全部食べるんだ！」と、我先にと猛スピードで走って

いくと思っていました。ところが、子供たちは誰一人として、自分だけ先に走ろうとはしませんでし

た。なんと、みんなでギュッと手をつなぎ、全員で一緒に走り出したのです。そして、みんなで同時に

ゴールをして、カゴの周りに丸く座り、フルーツをみんなで仲良く分け合って、ニコニコと美味しそう

に食べました。男の人はとてもびっくりして、子供たちに聞きました。 

「どうして、一人で走らなかったんだい？ 一番になれば、この美味しいフルーツを全部独り占めで

きたのに」 

すると、子供たちは不思議そうな顔をして、こう答えました。 

「だって、自分以外の他の誰かが悲しんでいるのに、自分だけが嬉しくなるなんて、できないよ」 

この村には、「ウブントゥ」という言葉がありました。これは、「あなたがいるから私がいる」「みんな

が幸せだから私も幸せ」という意味の言葉です。 

みなさん、このお話を聞いてどう思いましたか？「自分だけが良ければいい」「自分だけが楽しけ

ればいい」と思って、周りの友達を傷つけたり、置いてきぼりにしたりすれば、一時的には勝ったよ

うな気持ちになるかもしれません。でも、悲しんでいる友達の隣で、本当に心から笑えるでしょうか。 

【学校教育目標】 自ら学び 共に高め合う子 

【目指す学校像】 笑顔かがやく 楽しい学校！ 
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今、みなさんの隣に座っている友達にも、みんなの胸の中に同じように「ドクン、ドクン」と動く命

があります。アフリカの子供たちが手をつないだように、みなさんも心の中で、友達と手をつないで

ください。誰かが困っていたら助ける。自分が言われて嬉しい言葉をかける。周りの人の命と心を

大切にすることは、回り回って、自分自身を一番の笑顔にしてくれます。「ウブントゥ」「あなたがいる

から私がいる」「みんなが幸せだから私も幸せ」の精神で、中瀬小学校を優しさあふれる学校にして

いきましょう。 

（校長 島田一孝） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症対策について 暑さが本格的な季節になっていきます 
身体が暑さに慣れていないこの時期は、熱中症に掛かりやすいと言われます。学校でも対策を

取っていきますが、御家庭でもお声掛けいただき、安全に夏を乗り切りましょう。 

登下校時の熱中症対策として以下の内容を提案します。熱中症対策として必要であるかをお子

さんと相談のうえ、各家庭で御判断下さい。特に、期限は設けません。気候に合わせて対策をお

願いします。 

① 道中での汗拭きや水分補給を適宜行う 

※汗拭き用のタオルや水分補給のための水筒の持参をお願いします。 

② 日傘、首を冷やす装具などを使用しての登下校 

※安全上、電動式の装具類の使用はしないでください。 

③ 帽子での登下校（必ず記名をしてください） 

※登下校の様子を見たり、お子さんと登下校の暑さについて話し合ったりして、各家庭で

御判断ください。 

※帽子での登下校にする際は、地震等への備えとして、学校でヘルメットを保管するよう

にします。初日はヘルメットで登校して、帽子で下校をするようにしてください。 

※ヘルメットを学校に保管しておく場合、自転車に乗るためのヘルメットは、御家庭にて確

実に御用意ください。 

※冬季についても防寒のため、ヘルメットではなく、防寒帽等の着用をしていただいて構

いません。 

「参観会・懇談会」 ６月２４日(水) 
今年度２回目の授業参観会及び懇談会を開催します。参観会では、子供たちの学習の様子、活

躍する姿を見てください。懇談会は、今年度は今回のみになります。学級の様子や学年学級経営

方針について、担任よりお話させていただけたらと思います。ぜひ御参加ください。 

５校時 授業参観   １３：２５～１４：１０ 

６校時 懇談会    １４：２０～１５：００ 

※ 写真や動画撮影等は、個人情報保護の観点から御遠慮ください。 

※ 自動車での来校は御遠慮ください。また、中瀬協働センター・近隣の商業施設や公園等の駐

車場、路上への駐車は、迷惑になりますので、おやめください。 

○な なかよく ＜自分も友達も大切にする力＞ 

○ぜ ぜんりょく ＜夢に向かって努力する力＞ 
 

学校教育目標「自ら学び 共に高め合う子」  ～やってみよう 関わってみよう～ 

 

○か かしこく ＜課題を見つけ解決する力＞ 


